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全国福祉用具専門相談員協会（ふくせん）では、設立からこれまでの３年間、福祉用具専門相談員の資質の向上、その社会的な地位の確立を目指して、広報や研修、調査など、様々な活動を展開してきましたが、発足から３年が経過し、社会的な認知度も高まり、事業領域も徐々に広がってきました。これに伴って、「契約」をはじめ対外交渉の基本となる事項について、任意団体による制約を受ける機会も増えており、事業を円滑に行うためにも、法人格の取得は不可欠となっています。そこで、去る６月１５日開催の平成22年度定期総会において、会員の総意により、本会が「一般社団法人」として法人格を取得することにつきご承認頂いたところです。本会ではこの承認を受け、法人設立の準備を進めてきたところですが、来る10月1日、福祉用具関係者にとっては大切な日である「福祉用具の日」に、設立総会を開催し、法人の設立を行う予定です。
■法人取得日／平成22年10月1日（金）を予定

■団体名称

（新名称）一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会

（旧名称）全国福祉用具専門相談員協会

住所、連絡先等は、従来から変更はありません。
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ふくせんは来月10月1日に


「一般社団法人」となります








